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低温管理における品質の向上と
小仕込による高品質で多品種の清酒製造

株式会社 宮本酒造店

事業
計画名

事業に取り組んだ経緯・背景 �
当蔵定番商品の場合は、既存の6,000L程の大きな

タンクで、大仕込みを行うのですが、季節商品や限
定商品の展開も視野に入れた場合、夫婦2人で大仕
込みを数タンクも醸造することは難しく、またその
分、在庫過多となり近年の課題となっておりまし
た。さらに、既存の大タンクで少量仕込みをすれ
ば、品温の調節や温度管理も難しく、酒質にも大き
く影響を与えかねます。
多品種少量生産の商品展開を考えた際、少量仕込

み用のタンクがあれば、温度管理もしやすく、機械
的強度、耐熱性、耐蝕性が十分であり、タンク面が
滑らかで開放タンクのように洗浄しやすく衛生的と
なります。
当蔵所有の1,000Lや1,500Lの小さいステンレスタ

ンクを仕込み用タンクに採用することで、多品種少
量生産が可能になることは勿論、他社に負けない高
品質な清酒醸造のために品温管理が非常にやり易
く、衛生面でも問題なく醸造が出来るようになりま
す。またタンク外部に管を巻き付け、冷却装置を接
続し、制御装置で温度管理を行うことにより（冷蔵
タンクへの改造）、高い品温管理能力を発揮し高品
質な清酒を醸造できると考えました。
また、清酒醸造において最終段階である上槽（醪

を搾り機で清酒と粕に分離すること）において、搾
り機には、醪の量に応じた大きさと能力が必要とな
ります。当蔵の既存の搾り機は大きく、小仕込み用
には不向きとなり、小仕込み用の搾り機が必要との
判断に至りました。また、圧搾工程中に品質を保持
し、欠減が多くなりにくいものが良く、高品質な清
酒を搾るためには、醪に負担をかけずに極力自然垂
れから荒ばしり（自然タレ）、絞り切りまで最高の状
態で搾る必要があります。高付加価値な清酒を製造
するためにも、時間はかかりますが、ひとつひとつ人
の手で醪を袋詰めし、ゆっくりと圧力をかけて搾っ
ていく為のおしふね式搾り機の導入を検討しました。

事業内容 �
•	「既存タンク（2タンク）を冷
蔵タンクへ改造」に関しま
して、当蔵所有の1,000Lと
1,500Lの小さいステンレス
タンクを平成28年3月に蔵
より搬出。いずれのタンク
も仕込み用タンクとして、
タンク外部に管を巻き付
け、冷却装置を接続し、制
御装置で温度管理を行える

よう、冷蔵タンクへの改造を実施しました。
タンクに水を入れて稼働し冷却を確認。1時間

の稼働で2度ほど水温が低下し低温での品温管理
が可能と確認できました。

•	「小型搾り機の導入」に関しまして、「TM式吟醸
搾り機　自動油圧式脚付」を採用し、当装置の作
成を依頼しました。今回導入した「TM式吟醸搾
り機」は、荒ばしり（自然タレ）から、中間搾
り、最後の搾り切りと任意の圧力調整が自在に出
来、一番良いタイミングで、清酒になった搾りを
唯一行う事が出来ます。また、油圧漏れの危険性
が低い点や圧力板の人員への危険性も非常に低い
機械装置の為、当初導入を検討しておりました機
械よりコストがかかりましたが、当蔵にとって将
来的にみても、最適の機械装置と判断し決定しま
した。

事業の成果 �
「既存タンクを冷蔵タンクへ改造」および「小型
搾り機の導入」を実施することで、高品質な清酒の
製造と多品種な清酒の製造においては、小さいタン
クでの製造で品温管理能力を上げ、最終段階の清酒
を搾る機械も小さい能力で高い品質を保持する環境
を整えることが実現しました。

事業の現在の状況 �
本事業に取り組むことにより、中小零細企業の弊
社でも高い品質の清酒と多品種の清酒の製造を行う
ことが可能となりました。多品種少量生産に取り組
み、大きな差別化をはかることが可能であると考え
られます。少量生産化により、多くのニーズに応え
ることはもちろん、男性女性・世代間等をも考慮し
た開発・販売が期待でき、また新しい顧客層を開拓

することにより、販路をより拡大することが期待で
きると考えております。最近では、石川県が11年の
歳月をかけ開発した酒米新品種の「百万石乃白」を
原料米とした清酒醸造にも取り組み始めました。日
本酒・焼酎にお
いてもこれまで
以上に醸造・製
造の幅を広げ、
新たな取り組み
にもチャレンジ
したいと思って
おります。

本事業で導入したおしふね式搾り機

［業種］�酒類製造業（日本酒・焼酎）

20 21

［得意分野］
代々受け継がれてきた醸造技術を駆使し、丁寧に
手造りで行う清酒の醸造および地域と連携協力し
た特産品焼酎の製造

［主要取引先］
一般消費者、酒屋小売店、百貨店

［商品］
清酒　夢醸・福の宮、本格加賀丸いも焼酎【のみ
よし】、美酒のだし

［代表者から一言］
白山水系伏流水の井戸水を仕込み水とし、石川県
の自然の恩恵に感謝し、最上級の酒質を引き出すこ
とを目指し、日々酒造りに邁進しております。夫婦2
人で清酒（日本酒）醸造・焼酎製造を行う試行錯誤
の毎日ですが、小売店や地域団体の方々に支えられ、
またお客様より「美
味しい」「また来る
ね」等のお言葉に元
気と喜びを頂いてお
ります。
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